
 
 
⼦⽝を迎えて初⽇からはじまるしつけは「トイレトレーニング」です！ 
しかし、最初は上⼿くいかないことも多く、困っている⼈も多いのではないで
しょうか。 
この記事では、トイレトレーニングのポイント、⽅法、やってはいけない⽅法
を紹介します。 
 
１， トイレ環境を⾒直してみましょう 
最初にワンちゃんがトイレしにくい環境になっていないか確認しましょう。 
 
○トイレの失敗を叱っていませんか？ 
叱られたことでおしっこしたこと⾃体を怒られたと思って隠れてトイレをした
り、ペットシーツに近づかなくなることもあります。飼い主さんを嫌いになっ
てしまうこともあるので失敗しても叱らず、何も⾔わずに⽚付けるようにしま
しょう。 
 
○トイレの場所は適切ですか？ 
⽝は飲⾷する場所や寝る場所では排泄しないという習慣があります。また、⼈
の出⼊りが激しい場所では落ち着いて排泄できません。そのような場所は避け
てトイレを置きましょう。 
 
○トイレと間違えやすい敷物などはありませんか？ 
⽝は吸⽔性のある素材に排泄したがります。カーペットや畳、ソファーなどに
間違ってトイレをしてしまうなら、それを⽚付けたり、その場所に近づけない
ようにしましょう。 
 
○⾏動範囲が制限されていますか？ 
ワンちゃんを常に部屋に出しっぱなしだと、どこがトイレなのか理解できてい
ないかもしれません。トイレを覚えるまでは⾏動範囲を制限して、トイレに⾏
きやすい状況にしてあげましょう。 
 
○体調に問題はありませんか？ 
何か病気にかかっていると、しつけをしていても変な所でトイレをしてしまう
ことがあります。 
異常があるようなら⼀度検査を受けてみましょう。 

トイレのしつけについて 



 
まず、トイレトレーニングで⼤切なことは３つです。 

① 失敗しない環境を作ること 
② ⼦⽝をよく観察して排泄のタイミングを知ること 
③ 成功するように誘導し、排泄したら直ちにご褒美をあげること 

 
この３つを踏まえて… 
 
 
➀おしっこやうんちをしそうなタイミングでトイレに連れていく 
⼦⽝のトイレの我慢の限界は⽉齢＋1 時間と⾔われています。（3 ヵ⽉の⼦なら 4
時間） 
床の匂いをクンクン匂ったり、その場所でぐるぐる回るのは排泄のサインです。
そのような様⼦がみられたり、排泄したくなるタイミングにすかさずトイレに
連れていきましょう。 
 

 

 

②排泄するのを⾒守る 
おしっこやうんちするのを待ちます。5 分ほど待っても排泄しなければいったん
トイレから出し、15 分ほどして再びトイレに誘導しましょう。 
※この時に「ワンツー、ワンツー」や「シー、シ―」といった掛け声をかけて
いると、それを合図にトイレをさせることもできます。 
 
③ごほうびをあげる 
ワンちゃんはフードやおやつをもらうことで「ここでトイレをするといいこと
がある」と思うようになり、⾃分からすすんでペットシーツでトイレをするよ
うになります。そのためにちゃんとペットシーツの上で排泄したら、すかさず
ほめ⾔葉をかけながらごほうびをあげましょう。 
 
④トイレを失敗した時 
もし、ペットシーツ以外の場所にトイレをしても叱ったり⼤騒ぎせず、無⾔で
⽚付けましょう。 
 

排泄したがるタイミングは？ 
○寝起き 
○⾷後、⽔を飲んだ後 
○遊び、運動後 

Letʼs トイレトレーニング！！ 



 
※仕事などで留守にしがちな⼈は、留守番中にワンちゃんをサークルなどに⼊
れて⾏動範囲を制限し、そこにペットシーツを敷き詰めてトイレを失敗できな
いようにしましょう。休⽇や家に居る間だけでも➀〜④の⽅法を実践してみて
ください。 
 
 
トイレのしつけがうまくいかない飼い主さんに多いと感じる原因は、観察不⾜
です。 
ここまでの内容を参考に、失敗しない環境を作ったら、⼦⽝を観察し排泄のタ
イミングをつかみましょう！ 
観察不⾜を解消するために“トイレ⽇記”を付けることをおすすめします。 
 

時間 ウンチ/オシッコ 場所 タイミング 
6：00 オシッコ トイレ 寝起きに誘導した時 
7：30 オシッコ 廊下 散歩から戻った直後 
8：30 ウンチ リビングの端 ⾷後５分 
10：00 オシッコ トイレ ボール遊びの後 

 
⼀週間トイレ⽇記をつけてみましょう。⼀週間しっかりつければ⼦⽝の⼀⽇の
排泄パターンがだいたい掴めてくると思います。 
 
2,やってはいけないしつけ⽅法 
・ トイレ以外で排泄してしまった時、その場に⿐をくっつけ匂いを嗅がせてお尻を叩く 
・ トイレ以外で失敗してしまった後、トイレに連れて⾏って「トイレはここでしょ！」と

説教する 
 
＝トイレの失敗を叱る⽅法では、⼦⽝に嫌な思いをさせるばかりか、結局遠回
りになってしまいます。また、トイレの失敗の後にトイレに連れて⾏っても意
味がありません。 
 
トイレのしつけのしやすさは、⽝種、個体差によっても差があります。 
しかし、正しい⽅法で根気よく続ければ、⼦⽝の⾝体的な問題がない限り、必
ずできるようになります！ 
⽣理現象である排泄で、叱られることは⼤きなストレスになります。 
決して叱らず気持ちにゆとりを持って取り組んであげてください。 


